
 
 
 
 
 
 １．序論 
 2011年3月11日に太平洋三陸沖を震源に発生した東
北地方太平洋沖地震は，東日本を中心として甚大な被害

をもたらした．東日本大震災では，地震動に加えて巨大

な地震津波が襲来したことによって被害は深刻なものと

なった．本研究では，可能性が低いが起こりうる大地震

に伴う巨大津波に対して，避難を前提とした津波対策に

ついて検討行う．想定する地震は，３連動地震（東海・

東南海・南海地震）に日向灘を加えた４連動地震とし，

大分県佐伯市米水津浦代浦地区を対象とした検討結果を

示す． 
 ２．４連動地震による想定津波高さ 
 本研究で用いる４連動地震によって発生する津波高の

想定方法として文献１），２）を参考に次の式によって算

出した．その結果を表１に示す． 
   Ｈ＝（（ｈ－ｆ）×2.1）＋ｆ 
  Ｈ：４連動想定時最大津波波高(満潮時) 
  ｈ：３連動想定時最大津波波高(満潮時) 
  ｆ：設定満潮位 
 ３．佐伯市浦代浦米水津地区の現状 
 １）津波避難 
 表１を参考に佐伯市米水津浦代浦地区の想定

津波高を 12ｍとし，浸水マップを図１に表示す
る．今回の浸水マップは，単純に津波高と標高

だけで作成している． 
 各基準地点から津波避難地点までの経路距離

を google map3)から算出し，避難所要時間を算

定した．算出が出来ない区間は，直線距離を経

路距離に換算する係数を 1.2と便宜的に仮定し
て用いた． 
 表２の歩行速度は，文献4)，5)，を参考に決
定した．避難者の対象として，災害弱者である

高齢者とし，避難歩行速度は，高齢者の 10 パ
ーセンタル速度を用いて決定した．10パーセン
タル速度とは，歩行者の 90％がこの値より歩行
速度が速いことを示している． 
 

 
 
 
 
 
 

 

佐伯市周辺における４連動地震を想定した津波避難に関する検討 
 

九州大学  学生会員 ○長井祐介   九州大学大学院 学生会員 筬島隆司
九州大学大学院 正会員   梶田幸秀   九州大学大学院 フェロー 大塚久哲

表１ ３連動および４連動想定時の津波高 

     図２ 米水津浦代浦 浸水マップ 
黄色→津波避難場所，緑色→基準地点，赤→提案場所 

表２ 避難歩行速度 

潮位 佐伯 鶴見 米水津 蒲江
平均 3 1.5 5 5
満潮 4 2.5 6 6
平均 6.3 3.15 10.5 10.5
満潮 7.3 4.15 11.5 11.5

単位：ｍ

３連動時

4連動時

表３ 避難所要時間 現状 

場所 平均歩行速度
一般道 0.83
階段昇降 0.18

単位：m/sec

基準地点 避難先 避難所要時間 避難準備時間
⑨ ④ 10:10 13:50
⑩ ⑤ 15:00 9:00
⑪ ④ 14:47 9:13
⑫ ⑧ 11:20 12:40
⑬ ⑧ 15:21 8:39
⑭ ⑧ 9:44 14:16

単位：min：sec



 

 津波到達時間 6)を 24分と仮定し，津波到達時間から避
難所要時間を差し引いたものを避難準備時間(地震発生
から非難を開始するまでの余裕時間)としてその結果を
表３に示す． 
 避難準備時間は最短で 9分，最長でも 14分となり，
東日本大震災時の津波情報を知るまでにかかった時間の

平均が 16.4分 7)であることから，津波情報を知ってすぐ

に避難を始めても遅いことが分かった．そのため今後は，

新たな津波避難場所・避難経路の整備や避難情報の早期

伝達方法を確立することが重要であることが分かる． 
 ２）避難収容施設 
 佐伯都市部，米水津，蒲江の３地区において平成 22
年国勢調査 8)における各地区の人口に対する避難収容施

設の収容人数 9)における割合を表示する．また津波によ

って収容施設が被災する場合を３ケースに分けて比較し

た． 
 ケース 1：どの収容施設も被災しない場合 
 ケース 2：佐伯市が発行する（３連動想定時）防災マッ 
     プ 10)の浸水エリア内にある収容施設が津波 
     によって被災する場合 
 ケース 3：４連動津波浸水予想マップの浸水エリア内に 
     ある収容施設が津波によって被災する場合 
 表４に避難収容施設の現状を示す．高い津波高が予想

される米水津，蒲江において収容できる割合が低く４連

動地震が発生した場合，広域避難を必要となることが分

かった．今後は，収容施設の新設または移転の検討をし

ていく必要である． 
 ４．避難経路・避難場所の提案 
 米水津地区における新たな避難経路・避難場所の提案

を行う．現状，基準地点 12番に居ても避難場所 6番に
行く経路がかなり遠いため避難場所6番へのアクセス道
を図１のＡ地点に新設する．また,基準地点 10番からの
避難場所が遠いため南側の高台に新しい避難場所(図１
のＢ地点)を新設することとした．３章で行った同様の方
法で提案後の避難所要時間の状況を表５に示す． 
 

 

 基準地点10番から13番までの避難先が変わった結果，
避難所要時間は，現状と提案後を比較すると平均して

4.2 分短縮した．また，東日本大震災時の津波情報と比
較すると，基準地点 11番と 12番では，避難準備時間が
17分以上あることから，津波情報を知った後に行動した
人でも助かる可能性が高いことが予想される． 
 ５．総括 
 本研究では，佐伯市を具体例に津波避難の現状を示し，

新たな避難経路・避難施設の提案を行った． 避難所要時
間については，現状では，避難経路・避難場所が不足し

ている箇所があるが，地震発生直後に津波情報がなくて

も行動することが出来れば，津波に被災することなく避

難することができる結果となった．避難収容施設は，津

波によって施設が被災してしまう可能性がある場所に多

数存在し，今後移転または新設を検討していく必要があ

ることが分かった．現状，提案後を踏まえて今後は，ソ

フト対策として，地震後の速やかな情報伝達と避難行動

に移せる態勢を整えることが重要となる． 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

表４ 避難収容施設 現状 表５ 避難所要時間 提案 
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基準地点 避難先 避難所要時間 避難準備時間
⑨ ④ 10:10 13:50
⑩ Ｂ 8:58 15:02
⑪ ⑥ 6:18 17:42
⑫ ⑥ 5:58 18:02
⑬ ⑥ 9:59 14:01
⑭ ⑧ 9:44 14:16

単位：min：sec

ケース１ ケース2 ケース３
佐伯 47,119  11 7 7
鶴見 3,509    64 40 30
米水津 2,093    406 184 19
蒲江 7,709    89 14 3
全体 60,430  37 16 9

人口(人)
収容できる割合（％）
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